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公安委員会定例会議(第23回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年９月30日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後３時40分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 渡部委員説示 

   秋の交通安全運動も最終日となりましたが、住民と警察官が共にイベン

トに取り組むなど地域全体で盛り立てている姿を見て、頼もしく感じてい

るところです。引き続き、交通安全意識の高揚を図っていきましょう。 

   さて、コロナ禍で先の見えない時代を生き抜いていくには、発想力を鍛

えることが必要と考えています。「ラクダを探せ」というトリックアート

は、動物の姿を組み合わせて人間の顔が描かれており、その中に隠された

「ラクダ」を探すというものです。私も挑戦しましたが、この問題を解く

に当たり必要なことは、アイデアを生み出す力、発見する力、すなわち発

想力ではないかと感じました。 

   この発想力を鍛えていくには、①固定観念にとらわれず視点を変えて物

事を見る、②異なる物事を組み合わせて考えを発展させていく、③今まで

未経験の事象でも恐れず何度でも挑んでいく、④ユーモアセンスを磨くこ

となどが必要かと思います。 

   発想力を鍛えることで、脳の老化防止を図ることや、仕事をいろいろと

広げていくことが可能となります。コロナ禍の中、自らをアクティブにす

るためにも、柔軟な発想力を身に着けていきたいものです。 

 

２ 決裁事項 

⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

    総務室から、令和２年第22回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 公安委員会宛て苦情申出書に対する回答 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出書に対する回答について伺いが

あり了承した。 
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⑶ 禁止命令等実施報告 

    生活安全部から、禁止命令等の実施に関する伺いがあり了承した。 

  ⑷ 審査請求の審理経過及び裁決 

    交通部から、審査請求の審理経過報告及び裁決に関する伺いがあり了

承した。 

  ⑸ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果29件の行政処分の決定について伺いがあり

了承した。 

 

３ 報告事項 

⑴ 令和２年度警察官等採用試験の申込状況                    

   警務部長から、令和２年度警察官（高校卒程度）等採用試験の申込状

況について報告があった。                                                                                                                                                                                     

⑵ 女性職員沿革史「Active women’s history」の作成 

警務部長から、女性職員沿革史「Active women’s history」の作成

について報告があった。 

委員から、「よい試みだと思う。引き続き、女性が働きやすい環境づ

くりに配意されたい」との発言があった。 

 ⑶ 手配画像共有システムの運用開始 

   刑事部長から、手配画像共有システムの運用開始について報告があっ

た。 

   委員から、「便利なシステムだと思う。効率的に活用してほしい」と

の発言があった。 

 ⑷ 伍代夏子特別防犯支援官による特殊詐欺被害防止活動の実施結果 

   生活安全部長から、伍代夏子特別防犯支援官（SOS47）による特殊詐

欺被害防止活動の実施結果について報告があった。 

 ⑸ 監察案件に関する報告 

   警務部から、監察案件に関する報告があった。 

 

４ その他 

本部長から「現在、秋の交通安全運動期間中であり、コロナ禍の中、工

夫しながら各種取組を行っている。期間もまもなく終了となるが、期間中
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だけでなく、不幸な事故を１件でも減らしていくための取組に注力してい

きたい」、「委員説示のとおり、今日ほど、発想力を鍛え、未知の世界を生

き抜くことが重要視されている時代はない。そのためには、①固定観念を

打破して発想力の向上を図っていくこと、②変化を受け入れる度量をもつ

こと、③若手の柔軟な発想力を受け入れることなどにより、他の組織に引

けを取らない強靭な組織を築いていきたい」との発言があった。 

                           以 上 


